













































































































ライブ（2014 年２月 25 日）における鄭寬容と韓明基のインタビュー内容を参照。





























の庄屋に、1799 年（寛政 11）には田丸の庄屋になった。その後、1805 年に引退するまで
約 43 年間庄屋の職を務めた。『吉賀記』は彼が田丸で庄屋を務めていた頃書かれたもので



































































































































































































































































14　『慶尚日報』2010 年 10 月５日付。







































































21　『增訂赤穗義士事典』（新人物往來社．1983 年）p.249、可児弘明、前掲 pp.97-98 から再引用。
22　前掲、可児弘明（2007）、p.145。
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